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① 日本の成育分野の疾患の研究の基盤となる研究 

② 診断、治療及び予防法の開発に関する研究 

③ 発症機序や病態の解明等を行う研究 

④ 診断や治療のための基準の開発等に関する研究 

⑤ 患児・者の QOL 向上に結びつく研究 

⑥ 研究的視点や技術をもつ医療従事者を育てるための研究 

（プロトコル作成のフィージビリティー研究） 

⑦ 政策提言に結びつく研究 

 

成果の概要 

産婦人科医、助産師、看護師、新生児科医、麻酔科医など様々な医療者が独自のデータを一括

で管理可能な、経時的かつ診療科横断的なデータベースの構築を目的としている。各部署で長

年使用している現在のデータベースは必要との意見が多かったことから、データベースは今ま

で通り使用し、別に新たに設置した周産期用サーバー（Dell 社 Power edge R350 Sever）に

様々な情報（分娩記録・血液検査データ・妊婦健診診療録・分娩記録・産科麻酔記録・新生児

記録）を格納する方法を取ることとした。格納された各データベースはオープンソースリレー

ショナルデータベースシステム MariaDBにより紐付けることにより、データの特定を可能とし

た。本年度は臨床研究に必要な情報を周産期サーバーから特定収集し、アウトプットするシス

テムの開発を行うとともに動作可能なことを確認した（セキュリティの観点から、周産期診療

部ユーザーの使用時にはパスワード認証システムも同時に導入済みである）。データ格納時に

予想された欠損データは想定外に少なく、ビッグデータに対し再入力を必要としないと判断し

て第 1次診療科横断的データベースの構築が完了した。今後は各システムのデータを 6-12ケ

月に 1回の割合でデータ格納を行い、随時アップデートするとともに必要なデータが出現すれ

ば追加格納を試みる予定。現在横断的成育周産期データベースを用いた臨床研究の計画を行っ

ている。（例として「Grade-A（超緊急）帝王切開における母体予測因子/長期予後の解析」、



 

「脳低体温療法施行例の長期予後の解析」、「新生児仮死（Ap score/臍帯動脈 pH）と 1か月

健診時の発育と長期予後」、「母体甲状腺機能異常とマススクリーニング結果および長期的甲

状腺機能評価」などが挙げられる。） 

 


